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活動日記毎日更新中!

　日本国憲法では「日本国民は正統に選挙された国会における代表者を通
じて行動し、（略）国政は、国民の厳粛な信託によるものであって、その権威
は国民に由来し、その権力は「国民の代表者」がこれを行使し、その福利は国
民がこれを享受する」とされています。
　国民の代表者とは国会議員です。日本国民は国会議員を通じて国政に参
加しているのです。嘉田知事は、去る衆院選において日本未来の党を結党
し、滋賀県知事のまま党首となられましたが、選挙による信託を受けていな
い党首が、信託を受けた国会議員を統括するのは、日本国憲法の精神に反
すると考えます。
　日本維新の会の石原代表は都知事の職を辞し、自らが選挙に出馬し国政
に参画する道を選ばれました。より良い日本にしたいという思いは石原代表
も嘉田知事も同じかもしれませんが、両者には大きな違いがあります。
　地方自治法１４７条でも「知事は都道府県を統括し、県民の福祉向上と県政
の発展のため、その全力を尽くして職務に専念する」ことが求められており、
知事に県政運営を託した有権者に対する政治的・道義的な義務があります。
　「知事と政党代表者の兼務は憲法上疑義があること」「滋賀県の利益を優
先する知事と国家全体の奉仕者たるべき国会議員の責務との矛盾」などの
点について、答弁を求めてきましたが、私たち議員も「疑問・不安・矛盾」を解
消することができませんでした。

　今回の議会は１４人の質問者のうち、１０名がこの問題を取り上げた事も、
嘉田知事への不審が党派を超えて広がっていた証といえます。一方で、県議
会の限られた時間の多くをこの問題で費やしたこと自体が、滋賀県にとって
大きな損失であります。
　結果的に日本未来の党は分裂し所属議員１名の政治団体となり、1月４日、
嘉田知事は「県議会の決議を重く受け止め、政治団体の代表の役割を後任
に譲る」ことを表明されました。
　これからも、憲法の精神や法律に基づき、嘉田知事の政治姿勢が県民全
体の利益に反しないように、滋賀県議会として果たすべき役割をしっかりと
果たしていきたいと思います。

・ 国益と県益、他の府県と滋賀県の利益が反する場合、どちらを優先させるのか。
・ 一党一派の長では、多くの県民の意見を聞き入れることができなくなるのでは。
・ かねて不偏不党が信条であると主張してきたが、これを撤回したと解釈してよいか。
・ 今後、議会の全ての会派と敵対関係に陥る事態にならないのか。
・ 県のリーダーとして嘉田知事を選んだ県民に、どう説明するのか。
  市町長に、どう説明するのか。
・ 首長と国会議員の兼職を禁じた地方自治法の規定・趣旨をどう解釈しているのか。
・ 知事は、全力を尽くして県の職務に専念すべきであるが、どう考えているか。
・ 休日や勤務時間外であっても、政党の職務に時間や労力をさくとは、
  県政を軽く見ているのか？
・ 知事なのか、党首なのか、どちらが本務なのか。
・ 知事としての行動か、党首としての行動か、どう判断すればよいのか。
・ 政務秘書、電話やＦＡＸ、県庁舎や知事公舎の利用に問題はないか。
・ 政務による不在時、県に災害が発生した場合どう対応するのか。
・ 県政運営に支障を来した場合、党首を辞するのか、知事を辞するのか。

　新年あけましておめでとうございます。昨年末
の衆院選では、自民党が単独で過半数を大きく上
回る議席を獲得し、政権奪還を果たしました。
　我が滋賀県でも、４選挙区全てで自民党の公認
候補が当選を果たされ、自民党選出空白県を返
上することになりました。
　この４人は全員が公募選出された候補者で、こ
れからの日本を担う政治家として能力も経験も
将来性も申し分ありません。

　本格的に動き出した安倍政権の下、私は滋賀
県議会議員として４人の国会議員と連携し、地域
の声を国政に届け、地域経済の発展、地域の課題
解決のために全力を尽くします。
　新しい平成２５年が、滋賀県にとって「地域経済・
復活元年」となるよう、取り組んで参りますので、
どうか皆様からのご理解をよろしくお願い申し上
げます。県民皆様の「元気」のために、今年もがん
ばります！

滋賀県から新たに誕生した４人の衆議院議員と
共に滋賀・草津の発展に全力を尽くします。

１２月２６日、滋賀県知事の党代表との兼務
解消を求める決議が、滋賀県本会議で可決
されました。私は会派を代表し、本決議に
対する賛成討論を行いました。

１２月３日の代表質問を通じても、嘉田知事
の政治姿勢を追及いたしました。

政党党首と知事の兼任問題で迷走した
嘉田知事の政治姿勢を問いました。
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（抜粋・要約）




